
 
 
 

                                令和７年11月26日 
                                総 務 部  財 政 課 
 
 

令和７年度１２月補正予算概要 

 
 
 
 
 

 (1) その１ 

  ・クマの有害捕獲等の取組に必要な経費について計上する。 

  ・原子力災害時における避難路整備に必要な経費について計上する。 

  ・県内で発生した鳥インフルエンザへの対応に必要な経費について計上する。 

  ・職員給与費等について、過不足額及び給与改定に伴う所要額を計上する。 

 

 (2) その２（柏崎刈羽原子力発電所の再稼働に関連する補正分） 

  ・国の再稼働交付金を活用した広報の強化等に必要な経費について計上する。 

  ※その２（柏崎刈羽原子力発電所の再稼働に関連する補正分）は議案を分けて提案 

 
 

          
 
 

【一般会計】  ７，３５７百万円（うち一般財源 ４，３２０百万円） 

 

 (1) その１ 

  【一般会計】  ７，３２６百万円（うち一般財源 ４，３２０百万円） 

 

 (2) その２（柏崎刈羽原子力発電所の再稼働に関連する補正分） 

  【一般会計】     ３１百万円（うち一般財源     ０百万円） 

 
 
 
 
 

                               （単位：百万円） 

区  分 予 算 額 
財  源  内  訳  

特 定 財 源 一 般 財 源 

当初予算 １，２６３，４５０  ３２６，８５６  ９３６，５９４  

現  計  １，２７２，３６８  ３３４，７８３  ９３７，５８５  

(1)補正額 ７，３２６  ３，００６  ４，３２０  

累  計 １，２７９，６９４  ３３７，７８９  ９４１，９０５  

(2)補正額 ３１  ３１  ０  

累 計 １，２７９，７２５  ３３７，８２０  ９４１，９０５  

  ※ Ｒ７当初比 １６，２７５百万円増（１．２９％増） 

  

新潟県報道資料 

１ 補正の考え方 

２ 補正予算額 

３ 予算現計 



 
 
 
 

 (1) その１ 

  【特定財源】 

   ○国 庫 支 出 金                    ３，０１２百万円 

 

  【一般財源】 

   ○財政調整基金繰入金                    ３，４６０百万円 

   ○県       債                      ８６０百万円 

 

 (2) その２（柏崎刈羽原子力発電所の再稼働に関連する補正分） 

  【特定財源】 

   ○国 庫 支 出 金                       ３１百万円 

 

 

 

 

 
 

 

 

 本件についてのお問い合わせ先 
  財政課〔総括担当〕 若杉、本間 
  （内線）2181 （直通）025-280-5037 

４ 主な財源充当額 



  

令和７年度12月補正予算における主な事業の概要 

 
 

【その１】 
 

    ○防災局・土木部                                                      

       （単位：千円） 

事 業 名 原子力災害時における避難路整備 

予 算 額

(一般財源) 

現計         0 

            (0)  

補正額  2,260,000 

        (860,000)  

補正後額  2,260,000 

            (860,000)  

事業内容  原子力災害時の住民避難を円滑にするため、原子力災害時の

避難路整備のうち、国との協議において優先的に整備すべきと

された柏崎刈羽原子力発電所からＵＰＺ外へ避難するための６

方向の幹線道路整備に係る調査及び工事を実施する。 

○調査 

橋梁の耐震補強２か所、土砂災害警戒区域等における法面

対策５か所、未改良区間の道路改良約14km、柏崎市が実施

する避難路整備のための調査補助 

○工事 

橋梁の耐震補強13か所、土砂災害警戒区域等における法面

対策56か所、未改良区間の道路改良約２㎞ 
 
 
 
    ○農林水産部                                                         

                           （単位：千円） 

事 業 名 アーバンベア捕獲緊急支援事業 

予 算 額

(一般財源) 

現計      0 

     (0)  

補正額    83,820 

        (83,820)  

補正後額        83,820 

            (83,820)  

事業内容  市街地周辺で恒常的に繁殖・生活するアーバンベアを集中的

に捕獲するため、市町村が実施するクマの有害捕獲等の取組を

緊急的に支援する。 
 
 
 

      （単位：千円） 

事 業 名 特定家畜伝染病危機管理対策強化事業 

予 算 額

(一般財源) 

現計   94,029 

       (7,695)  

補正額  2,003,254 

        (955,808)  

補正後額   2,097,283 

            (963,503)  

事業内容 高病原性鳥インフルエンザの発生に伴う防疫対策を実施する

ほか、経費増加等のあった制限区域関連農場への支援及び市町

村が防疫措置に要した経費の助成を行う。 

 ○緊急防疫対策             1,881,438千円 

  発生に伴う防疫対策及び県内養鶏場の緊急消毒 

 ○制限区域関連農場助成                   120,721千円 

  制限区域関連農場の経費増等への支援 

  ○防疫措置協力市町村助成            1,095千円 

    市町村が防疫措置に要した経費の一部を助成 



（単位：千円） 

◎投資的経費（再掲）              2,260,000 

国の経済対策に係る事業 

 ・道路の一般公共事業等 

  

○ ゼロ県債について【債務負担行為】 

・発注業務の平準化や、測量・設計等の起工準備期間の確保、不測の 
    災害等に対応するため、ゼロ県債を設定する（社会資本整備総合交 
    付金等の事業を含む。）。 

          ※設定額   8,200,000千円 

○ ゼロ国債について【債務負担行為】 

・事業の平準化、公共事業の端境期における効率的な執行環境確保の 
ため、ゼロ国債を設定する。 

・不測の災害に対応するため、ゼロ国債を設定する。 

          ※設定額   1,120,000千円 

 

 

 

   ※ 繰越明許費（一般会計）               2,260,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【その２（柏崎刈羽原子力発電所の再稼働に関連する補正分）】 
 

    ○防災局                                                      

       （単位：千円） 

事 業 名 原子力発電に関する安全・防災対策理解促進事業 

予 算 額

(一般財源) 

現計         0 

            (0)  

補正額     31,420 

        (0)  

補正後額     31,420 

            (0)  

事業内容  原子力発電所を再稼働した場合に交付を受けられる国の再稼

働交付金を活用し、柏崎刈羽原子力発電所に関する安全対策・

防災対策等について、情報発信を通じた県民の理解促進を図る

ため、リーフレット配布等による広報強化を行う。 

併せて、専門家を加えた監視チームにより安全協定に基づき

発電所の運転・保守・管理の状況を確認し、監視強化を行う。 
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